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11月 9日（金）

ひとしずく

先
週
末
の
３
日
と
４

日
は
、
市
内
各
地
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
▼
３
日
は

文
化
ホ
ー
ル
で
前
日

か
ら
の
文
化
展
と
ご

う
の
う
ら
ひ
ろ
ば
の

日
、
ふ
る
さ
と
商
工

祭
。
離
島
セ
ン
タ
ー
で
は
文
化

展
（
２
日
か
ら
）
と
舞
台
発
表

が
あ
っ
た
文
化
祭
。
郷
ノ
浦
町
、

壱
岐
文
化
村
・
文
化
の
日
の
集

い
。
一
支
国
博
物
館
で
一
支
国

寄
席
▼
４
日
は
、
勝
本
朝
市
ま

つ
り
。
原
の
辻
遺
跡
周
辺
を
歩

く
原
の
辻
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
収

穫
祭
。
文
化
ホ
ー
ル
で
米
良
美

一
コ
ン
サ
ー
ト
。
一
支
国
博
物

館
・
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、

米
良
美
一
特
別
公
演
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
な
ど
▼
な
か
で

も
４
日
の
米
良
美
一
さ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト
（
文
化
ホ
ー
ル
）
と

特
別
公
演
（
一
支
国
博
物
館
）

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
フ
ラ
ン

ス
の
女
優
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド

ヌ
ー
ブ
主
演
の
「
シ
ェ
ル
ブ
ー

ル
の
雨
傘
」
か
ら
始
ま
り
、
あ

の
ヒ
ッ
ト
曲
「
も
の
の
け
姫
」

を
は
さ
み
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
１

曲
を
入
れ
て
10
数
曲
を
休
憩
な

し
で
い
っ
き
に
歌
い
あ
げ
、
美

輪
明
宏
作
詞
・
作
曲
の
「
ヨ
イ

ト
マ
ケ
の
歌
」
で
は
、
感
動
の

涙
を
ふ
く
観
客
の
姿
が
多
く
見

ら
れ
た
▼
特
別
公
演
で
は
、
古

事
記
の
国
生
み
神
話
を
基
に
作

ら
れ
た
朗
読
劇
が
上
演
さ
れ
、

米
良
さ
ん
の
語
り
口
の
見
事
さ

は
圧
巻
で
、
会
場
の
観
客
皆
が
、

米
良
さ
ん
が
朗
読
で
作
り
上
げ

る
世
界
に
引
き
込
ま
れ
、
朗
読

を
終
え
た
米
良
さ
ん
へ
の
拍
手

が
遅
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
▼
と
に

か
く
感
動
し
た
。
ど
ち
ら
も
と

て
も
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ

だ
っ
た
。
が
、
飽
き
た
子
ど
も

の
傍
若
無
人
な
振
る
舞
い
は
問

題
で
あ
る
。

防
災
ヘ
リ
の
展
示
な
ど
も

市
消
防
本
部
と
の
合
同
訓
練

大
雨
の
災
害
復
旧
な
ど
補
正

市
議
会
11
月
会
議

米
良
美
一
さ
ん
の
感
動
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど

市
民
の
力
作
展
や
芸
能
発
表
も

「
文
化
の
日
」
を
中
心
に
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

米良美一さん感動のコンサート

一支国博物館でのマンドリンコンサート

芦辺町・文化祭で大正琴の発表

郷ノ浦町・文化展

神話を朗読する米良さん

　
３
日
の
「
文
化
の
日
」
に

ち
な
み
、
市
内
で
は
こ
の
日

を
前
後
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
ど
の
会
場
も

友
人
や
家
族
が
出
品
し
た
力

作
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習

を
重
ね
て
き
た
ス
テ
ー
ジ
で

の
発
表
を
観
よ
う
と
、
多
く

の
市
民
が
会
場
に
足
を
運
び
、

「
菊
花
香
る
文
化
の
秋
」
を
楽

し
ん
で
い
た
。

　
郷
ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー
ル
で

２
日
と
３
日
の
両
日
、
中
ホ
ー

ル
で
文
化
展
が
催
さ
れ
、
芦
辺

町
、
離
島
セ
ン
タ
ー
で
も
文
化

展
が
開
か
れ
、
生
け
花
、
書
や

絵
画
、
手
芸
、
陶
芸
、
盆
栽
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者

ま
で
大
勢
の
市
民
が
力
作
を
出

品
、
展
示
さ
れ
、
３
日
に
は

文
化
祭
が
行
わ

れ
、
大
正
琴
の

演
奏
や
コ
ー
ラ

ス
、
三
味
線
、

詩
吟
の
発
表
な

ど
あ
っ
た
。

　
文
化
ホ
ー
ル

で
は
祖
母
の
野

元
芙
美
代
さ
ん

（
73
）
と
作
品

を
観
覧
し
て
い

た
野
元
愛
ち
ゃ

ん
（
６
つ
）
は

「
み
ん
な
す
ご

い
。
全
部
気
に

入

っ

ち

ゃ

っ

た
。
と
っ
て
も

楽
し
い
」
と
目

を
輝
か
せ
、
祖

母
の
芙
美
代
さ

ん
は
「
手
芸
も
陶
芸
も
よ
く
で

き
て
い
て
見
事
」
な
ど
と
話
し

た
。

　
一
支
国
博
物
館
で
は
2
日
か

ら
市
民
絵
画
展
・
写
真
が
ス

タ
ー
ト
（
25
日
ま
で
）、
３
日

に
は
江
戸
落
語
に
よ
る
一
支
国

寄
席
が
行
わ
れ
、
4
日
に
は
福

岡
市
、
太
宰
府
マ
ン
ド
リ
ン
倶

楽
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
「
壱
州

豆
腐
」
づ
く
り
体
験
な
ど
行
わ

れ
好
評
だ
っ
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
大
ヒ
ッ
ト

し
た
ア
ニ
メ
映
画
「
も
の
の
け

姫
」
の
主
題
歌
を
歌
っ
た
歌
手

の
米
良
美
一
さ
ん
が
来
島
、
午

後
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
で
コ
ン

サ
ー
ト
（
市
文
化
団
体
協
議
会

主
催
）
が
開
か
れ
、
米
良
さ
ん

が
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
の
幅
広

い
音
域
の
美
し
い
声
で
童
謡
や

シ
ャ
ン
ソ
ン
、
歌
謡
曲
な
ど
10

数
曲
を
熱
唱
、
美
輪
明
宏
作
詞
・

作
曲
の
「
ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
唄
」

は
強
い
感
動
を
呼
び
、
涙
ぐ
み

な
が
ら
聞
い
て
い
る
観
客
の
姿

も
あ
っ
た
。

　
こ
の
夜
、
一

支
国
博
物
館
で

米
良
さ
ん
の
特

別
公
演
「
壱
岐

島
神
話
朗
読
『
さ

す
ら
う
島
』」
が

あ
り
、
見
事
な

語
り
口
で
観
客

を

ひ

き

つ

け
、

神
話
の
世
界
を

表
現
し
た
。

　
壱
岐
市
議
会
定
例
会
11
月
会

議
が
５
日
、
本
会
議
を
開
き
、

会
期
を
１
日
間
と
決
め
た
後
、

総
額
約
６
３
８
０
万
円
の
本
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

３
議
案
を
可
決
、
昨
年
度
市
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
な
ど
２
件

を
認
定
し
て
散
会
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
▽

９
月
９
、
10
日
の

大
雨
に
よ
る
農
地

の
災
害
復
旧
費
な

ど
約
３
５
４
６
万

円
、
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
約

２
４
９
８
万
円
▽

郷
ノ
浦
、
石
田
両

中
学
校
の
校
舎
耐

震
補
強
事
業
の

工
事
内
容
変
更

に
伴
う
追
加
費

２
２
０
万
円
な
ど

―
。

　

ま

た
、

フ

ェ

リ
ー
み
し
ま
が
９

月
に
長
島
港
内
で

浅
瀬
に
接
触
し
て
左
舷
舵
が
損

傷
し
た
こ
と
に
よ
る
修
繕
費
約

２
３
７
万
円
を
三
島
航
路
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
と
し
て
追

加
し
た
。

　
市
は
今
回
の
接
触
事
故
を
受

け
、
今
月
14
日
に
渡
良
浦
発
着

所
一
帯
で
、
壱
岐
海
上
保
安
署

な
ど
と
の
救
難
訓
練
を
実
施
す

る
方
針
。

　
県
防
災
航
空
隊
と
市
消
防
本

部
と
の
合
同
救
助
訓
練
が
13
日

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
郷
ノ

浦
町
、
大
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
岳

ノ
辻
山
頂
付
近
で
行
わ
れ
る
。

　
訓
練
は
、
県
防
災
ヘ
リ
の
機

体
と
航
空
隊
訓
練
展
示
に
よ
り

航
空
隊
の
理
解
と
協
力
を
広
報

し
、
合
同
訓
練
で
有
事
の
際
の

円
滑
な
連
携
と
協
力
体
制
の
確

立
を
―
と
行
わ
れ
る
。
当
日
は

午
前
9
時
か
ら
大
谷
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
ヘ
リ
の
機
体
と
航
空
隊

訓
練
展
示
な
ど
30
分
間
見
学
で

き
る
。

　
天
候
不
良
、
航
空
隊
災
害
出

動
の
際
は
、
訓
練
を
中
止
す
る

こ
と
も
あ
る
。


